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1.緒 言

　1817年 にA.G.WERNERは ボ ヘ ミアのSchlaggenwald産 の,MnとAl

とを 主成分 とす る含水珪酸塩鉱物を記載 し,carpholiteと 命 名 した。そ の後,

2,3の 産 地が報告 され たが,1938年H.STRUNZは 珪 酸塩鉱物 の分類を試 み

た際に,carpholiteの 理 想式をMnAl2(OH)4Si2O6と し,単 斜 晶系に属す る

ことを述 べた。

　一方 ,1929年 にW.H.HETZELはCentral CelebesのTamataに お いて,

carpholiteに 類 似す る鉱物 を採 集 したが,後 にW.P.de ROEVERが これ を

詳細 に研究 し,carpholiteのMn"をFe"が 置 換 した斜方 晶系に属す る鉱

物 であ ることを明 らかに し,ferrocarpholiteと 命 名 した。 追 ってMAc-

GILLAVRY et al.がferrocarpholiteの 構 造解析を行な ったが,STRUNZは

そ の結 果 と比較 して,de ROEVERが 指摘 した よ うに,carpholiteはferro-

carpholiteと 同 像で,斜 方 晶系であ ると前 報告を訂正 してい る。

　筆 者の一 人吉村 は,1958年 に 兵庫県福住鉱山を訪れた際,鉱 体の下盤 の剪

断 帯中に石英 と共 生す る美 しい黄色あ るいは橙黄 色の鉱物を見 出 したが,そ

の当時は鉱物種を同定す るまでには至 らなか った。そ の後,1964年 に 鉱物分

離 に成功 し,鉱 物学的諸性質を再検討 した結果,carpholiteで あ ることが判

明 したので,こ こに報告 する。

2.産 状

福住鉱山は,兵 庫県多紀郡多紀町本明谷奥山にあ り,兵 庫県 ・大阪府 ・京

*1965年6月　 日本鉱物学会年会にて講演。
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都府の県境に近接 した兵庫県側に

位置する(第1図)。

　鉱山附近の地質は,ペ ルム系下
～中部 と推定されている丹波層群

中部亜層群の粘板岩 ・チャー ト・

輝緑凝灰岩から成る 。 福住鉱山

は栗色炭マンを主 とし,部 分的に

ブラウン鉱及び鰹節鉱を伴なう富

里型マンガン鉱床で,鉱 体の上盤

は粘板岩,下 盤は千枚珪岩で,下

盤側が強 く珪化されている 。そ

の珪化帯の中に,ほ ぼ水平な剪断

帯を生じてお り,厚 い黒鉛盤がそ

れに伴なっている。Carpholiteは

剪断帯の中に,石 英や極く少量の

方解石と共に産する。形状は黄色

塊状をしてお り,肉 眼で結晶面を

確認できるほ どの自形結晶は採集

していない。

　 従 来,諸 外 国においてcarpholiteは,錫 鉱 床の母岩を 貫 く造脈鉱物 と し

て 石英や螢石 と共 生 した り,デ ヴォン 系の粘板岩を貫 く石英脈中に見出 さ

れ た り,あ るいはottrelite-carpholite schistと して記載 され てい る が,

福 住鉱 山の如 く,マ ンガン鉱 床か らの産 出はは じめて と思われ る。

3.物 理 的 性 質

　 硬度 は,モ ースの硬度階で5～6と 思われ るが,結 晶粒が小 さい上に石英

と緻密に共生 してい るので,単 一結 晶で硬度比較を試み る ことが不可能 なの

で明 らかではない。

　 比重は,比 重瓶を用 いて測定 した結果,d=3.04(20℃)を 得た。

　 屈折率 は,α=1.624 8,β=1.629 0,γ=1.638 6, γ-α=0.013 8(浸 液―

分 散法 に よる),伸 長性(+),光 学 性(+),光 軸 角は2VZ=67.0゜,多 色

性 はX'=わ ず か に緑 色を帯 びた明黄色,Z'=淡 黄 色乃至無 色で,直 消光を

第1図 Index map of Fukuzumi mine.
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なす。鏡下では,第3図,第4図 に示すごとく,繊 維 状 あるいは長さ0.4

mm以 下,幅0.03mm以 下の長柱状自形を示すが,石 英の細 脈 中に生じ

ている場合は繊維状であることが多い。結晶の並びの方向は,塊 状にかたま

っている場合が多 くて特徴がないが,石 英細脈中のものはC軸 方向が脈の伸

びの方向と直交する傾向にある。包有物としては,非 常に細かな黒い粉状の

ものが散在するが,鏡 下では鑑淀 し得なか った。

4.化 学 組 成

　 分析用試料は,鉄 鉢で150～200メ ッシ ュに粉砕 し,Franz Isodynamic

 Separatorに か けて分 離 した ものを,稀 塩酸 に温浸 して方解石 を溶脱 し,さ

らに トゥーレ溶液 を用いて石英を除去 した。 こ うして得 られた試 料をX線 及

び顕 微鏡 を用いて調べ た結果,不 純 物 として2.3%の 石 英を含む ことを知 っ

た。

　 第1表 にそ の分析値 を示 したが,H. CTTOの 結 果 とよ く一致す る。ただ,

第1表 Chemical composition of carpholite

(1) Carpholite, Schlaggenwald. Anal.: H. Otto (1936).
(2) Carpholite, Fukuzumi mine, Hyogo Pref., Anal.: Y. Aoki (1965).
(3) Analysis recalculated to 100% after subtraction of impure quartz.
(4) Atomic ratios of (3) on the basis of (O,OH)=10.00.
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F2の 定 量を行な っていないが,ガ ラス閉管中で試料を加熱す ると,試 料 の

存 在す る管底附近に気泡状の凹凸を生 じる。 これ は試料 中に含 まれ るFに よ

るもの と思われ る。分析値か ら(O,OH)=10.00と して計算す る と,

(Mn0.89Fe〃0.15)(Fe〃'0.07Al1.91)(Al0.09Si1.g1)O5.91(OH)4.09

な る組成式を得た。 この結果は,STRUNZが 与 えたcarpholiteの 理 想式,

MnAl2(OH)4Si2O6と よ く一致す る。

5.X線 分析結果

　化学分析を行なった ものと同一試料につきX線 分析を行なった。その結果

を第2表 に示す。

　 CarpholiteのX線 粉末 デー タは今 まで報告 され てお らず,carpholiteと

同 像関 係にあ るferrocarpholiteの 場 合 も同様であ る。 従 って比較すべ きデ

ータが ないわ けであ るが,粉 末 デ ータよ りLIPSONの 方 法 を用いて格 子定

第2表　 X-ray powder data for carpholite

Condition: FeKa ƒÉ=1.9373 A), 30 KV, 10 mA, 

scanning speed 1/2 deg/min, chart speed 10 mm 

/min, slits 2-2-0.4mm, time constant 5 sec, 

full scale 500 cts/sec.
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数を算出 してみ ると,α0=13.83 8A,bo=20.31 5A,C0=5.13 0Aな る結果 を

得 た。STRUNZはSchlaggenwald産carpholiteの 格 子定数を,α0=13.86

A,b0=20.13A,C0=5.12Aと してい るが,福 住鉱山産carpholiteの 格 子

定数 と比 較 してみ る と,後 者 のb0が わ ずかに大 きな値 とな っているほか は

よ く一致す る。 なお,こ のca〓pholiteのX線 的研究 の詳細については後 日

報告す る予定であ る。

6.赤 外線吸収スベク トル

　 島津製赤外分光光度計IG-27G型 を 使用 し,KBr disk法 に よ り測定を行

な った。第2図 はその結果 を図示 した ものであ るが,各 吸 収 帯 の うちで,

2320cm-1及 び1630cm-1は そ れぞれ空気 中のCO2及 びH2Oが 試 料調製

の際に附着 したため と思われ る。

第2図　 Infrared absorption spectrum of carpholite.

　終 りに,御 教示及び御討論 していただいた九州大学理学部地質学教室の白

水晴雄博士 ・桃井斉博士に感謝する。また,赤 外吸収の測定については島津

製作所の方々のお世話になった ことを感謝する。

(1965年11月19日 受 理)
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3•}•@ Photomicrograph of carpholite.

C: Carpholite.

Q: Quartz.
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4•}•@ Ditto. Crossed nicols.


